病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和元年　9月　26日(木)　　　　司会：木村　佐江子　　記録： 三浦　育子
	松村
	木村
	西山
	岩藤
	羽田
	清川
	田口
	秋山
	三浦

	休
	〇
	深
	深
	準
	　○
	休
	準
	〇

	横町
	原子
	石橋
	
	
	
	
	
	

	年
	○
	休
	
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞
・看護グループ内研修を下記の日程で開催します。

日　時：9月　26日（木）16：30～17：00

場　所：2階　会議室

テーマ：処遇制限 

 対　象：全職員

 講　師：高橋ＳＧＭ
＜患者様連絡事項＞
・三上　勇様～風邪症状は殆どないとの事で、朝分で飲み切り止めとなっています。
・倉橋　生子様～計画相談　青明舎　橋本氏の面会あり、障害福祉サービスの計画書に本
人から署名を頂いています。又、本人にGHが入所可である事、現在生活介護事業所を探している事を伝えています。
＜要注目患者様＞
・原　吉郎様～6：12深夜帯、起床の声掛けに返事し不調の訴えはないが「眠い」と小声で
答えています。食事は、朝食は牛乳飲み摂取し、昼食は全量摂取されてい
ます。プログラムや作業へは参加していますが、体調については「パッと
しない。」と話し表情も冴えません。
・高田　マキ様～本日は、表情の硬さ見られ小声で妄想的な内容を話しています。叫んだりする事はありません。歯科受診の希望は聞かれずに経過しています。引き続き、精神症状と身体症状の観察を行っていきます。
・菅野　勝利様～2：00深夜帯、自身でトイレに来られ自排尿後、履物が尿汚染しています。

脱いだ後は自室に戻り休まれています。日中は、プログラムや作業へは参加されており食事も全量摂取されています。排便について「今日も出てねえ。」と話しています。排ガスは出ているとの事です。御家族から現金書留5000円が届いています。
・飯田　修子様～再入眠出来ず、継続指示薬の不眠時ハルラック（0.25）1T服用されています。1：11咽頭痛の訴えが聞かれ、継続指示薬の疼痛時ロキソプロフェンＮａ1Ｔとレバミピド1Ｔ服用されています。服用後自ら就床されています。風邪の治りがよくないため、市内への外出は止めたいとの事で9/28の外出は中止としています。12：30昼食後薬服用時「リスペリドンも…リスペリドンも…」と訴えています。理由について問うと「イライラするから…」と同室者にイライラしているとの事。継続指示薬の不穏・興奮時リスペリドン（2）1Ｐを服用されています。午前・午後ともにプログラム参加せず、臥床して経過しています。
＜皮膚科診察＞
・齊藤　光枝様～ナジフロクリーム　１本処方となっています。
・三上　勇様～デルモゾールＤＰ軟膏　2本、ケルガー液　1本処方となっています。
・佐々木　淳様～左側頭部～耳後部に発赤、痒みあり、デルモゾールＤＰ軟膏塗布の指示出ています。テルビナフィンクリーム　1本、デルモゾールＤＰ軟膏　1本処方となっています。

・原　吉郎様～デルモゾールＤＰ軟膏　1本処方となっています。
・千葉　光広様～頭部に発赤あり、デルモゾールＤＰローション塗布の指示あります。左
下腿は軽快しています。デルモゾールＤＰローション　1本処方となっています。

・織笠　健太郎様～テルビナフィンクリーム　1本処方となっています。

・小田　タネ様～ケルガー液　1本、ウリモックスクリーム　１本処方となっています。
※小田　タネ様、夏坂　キミ様、菅野　勝利様～次回10/10（木）の受診となります
※他処置継続となっています。
＜馬渡Ｄｒのケース検討＞
・佐々木　淳様～時折不機嫌さは見られるものの、暴力行為や強い興奮等は目立ちません。

　　　　　　　　歩行は相変わらず不安定で見守りや介入を要しています。本人の状態はオランザピン減量後にやや不機嫌さがみられているものの、歩行状態の不安定さはは多少軽減されています。オランザピン（2.5）2ＴがOFF、ゾテピン200⇒250mgに変更となっています。

・原　吉郎様～朝はあまり食事を摂れないと訴えています。昼食や夕食は全量摂取で、そのほかカップラーメンなどの間食も摂れています。朝に身体不調を訴えることは続いていますが、日課や作業療法等は行う事が出来ています。時折独語聞かれるものの、それに左右された行動はありません。処方継続となっています。
・山下　拓也様～著変なく、風邪は治りましたと話しています。幻聴体験の再燃なく落ち着いています。処方継続となっています。
＜馬渡Ｄｒ退院支援委員会＞
・佐々木　淳様～今月中の施設申し込みを促していますが進展がありません。弟様へ連絡しても繋がりませんでしたが、日中かけると繋がっています。計画相談の依頼をお願いし、明日行うとの事です。

・原　吉郎様～今後は青山荘入所の方向です。今まで2回見学していますが拒否があった経緯があります。現在、プログラムや入浴などの拒否がなく独語も目立っていないため、再度すすめていきます。
・山下　拓也様～10/1青山荘体験利用、10/11～10/12宿泊体験予定となっています。
＜安ヶ平Ｄｒのケース検討＞
・三上　勇様～歩行器を忘れて移動しようとし声掛けしています。昼食時、摂取後の病棟へ戻る際にエレベーターへ最後まで頑なに乗ろうとされない事があります。「転んだことはない。」と話しています。妄想に左右されてサンデーや買い物、市役所に行くという事はあるが、単独で出て行こうとする事はみられません。転倒のリスク高く、ADLの低下がないよう関りを続けていきます。
・中川原　義雄様～気分の高さがやや見られ、女性患者様へ性的発言をしたとの情報あり、
本人へ事実確認をすると「冗談で言っただけでしょ？」と話しています。
異性に対して適した発言ではない事を説明には了解しています。
・石橋　佐太史様～9/23兄様来院し面会されています。スタッフ立会いし、退院後についてご家族が検討した結果を本人へ伝えたい事を説明しています。退院後は青山荘に入所し生活訓練を行ってもらいたいと説明しています。本人は表情硬くするが、家族の状態を確認したりお兄様の仕事や妹様の近況について質問し、話を受け入れられない様子見られています。10/9（水）15：30から心理検査の結果と今後について担当医と面談の予定です。
※処方変更はありません。
＜安ヶ平Ｄｒ.退院支援委員会＞
・三上　勇様～　介護認定調査実施し、要介護1となっています。施設入所を検討していきます。ケアマネをつけ、施設検討をするようＰＳＷへ依頼しています。
・中川原　義雄様～7/3介護認定調査実施しています。結果を確認していきます。
・石橋　佐太史様～家族は施設入所(青山荘)を希望しています。疾病教室を行い、自己服薬管理を行う予定です。
・上村　みわ様～介護認定調査結果要介護1。家族は青仁会系列の施設入所を希望されています。
・沼端　恵子様～家族が高齢となっているため、受け入れ困難のため施設入所となっていますが、残存欠陥状態であり、日常生活に支障をきたす事があり見守りが必要な状態となっており、受け入れる施設がない状況です。

・滝田　英人様～家族遠方であり協力が得られず、施設入所を希望しています。ＡＤＬは自立していますが、独語や日課への遅れ、夜間帯の睡眠の不安定さがみられ受け入れ先が決まっていない状況です。
